
は
じ
め
に

　
か
つ
て
の
横
浜
の
水
辺
は
、
子
ど
も
達
の
遊
び
場

で
あ
っ
た
り
、
染
物
や
農
産
物
の
水
洗
い
場
、
谷
戸

の
水
田
な
ど
、
市
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
、
本
市
の
姿
は

大
き
く
変
貌
し
た
。
市
民
生
活
の
利
便
性
や
経
済
性

に
重
点
が
置
か
れ
た
都
市
基
盤
整
備
が
進
む
一
方
で
、

人
と
水
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
る
と
と
も
に
、
水

環
境
（
水
辺
環
境
）
も
魅
力
の
乏
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
二
十
一
世
紀
の
横
浜
市

民
が
誇
れ
る
都
市
環
境
と
す
る
た
め
に
は
、
流
域
全

体
で
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
水
環
境
の
保
全
・
創
造

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん

だ
水
辺
と
の
関
わ
り
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
下
水
道
局
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
水
環
境
の
保
全
・
創
造
に
向
け
て
、
様
々
な
取

組
み
を
行
っ
て
き
た
が
、
現
在
、
市
民
の
強
い
要
請

を
受
け
る
形
で
、
施
策
を
体
系
化
し
、
流
域
と
い
う

視
点
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
水
環
境
の
あ
り
方
を
示
す

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
今
ま
で
の
経
緯
を
含
め
、
下
記
に
記
述
す

る
も
の
で
あ
る
。

１
－
背
景

　
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
昭
和
五
十
年
代
前
半

に
か
け
て
、
本
市
の
人
口
は
急
増
し
た
。
特
に
、
そ

れ
ま
で
、
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
郊
外
部
に
他
都
市
か

ら
の
人
口
流
入
が
集
中
し
た
た
め
、
人
口
増
に
都
市

基
盤
整
備
が
追
い
つ
か
ず
、
生
活
雑
排
水
の
増
加
等

に
起
因
し
た
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
や
、
集
中
豪

雨
等
に
よ
る
浸
水
被
害
の
頻
発
等
、
様
々
な
都
市
問

題
が
発
生
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
民
の
行
政
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
も
、
直
接
的
な
利
便
性
や
生
活
環
境
の
改

善
に
対
す
る
も
の
が
強
く
、
昭
和
四
十
年
、
五
十
年

代
の
市
政
に
対
す
る
市
民
の
要
望
は
、
下
水
道
の
整

備
や
治
水
的
意
味
で
の
河
川
の
整
備
が
上
位
を
占
め

て
い
た
。

　
本
市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
を
背
景

に
都
市
基
盤
整
備
の
一
つ
と
し
て
下
水
道
の
整
備
、

河
川
改
修
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

浸
水
被
害
は
大
幅
に
減
少
す
る
と
と
も
に
、
下
水
道

は
高
普
及
率
を
達
成
し
、
第
一
義
的
な
事
業
目
標
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
達
成
し
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、
生
活
水
準
の
向
上
に
伴
い
、
水
環
境
に

対
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
質
的
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

２

な
ぜ
水
環
境
か
？

市
民
が
望
む
水
環
境

　
急
速
な
少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
、
社

会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
多
く

の
市
民
が
住
み
や
す
く
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
生

活
環
境
を
希
求
し
て
い
る
。

　
平
成
九
年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
横
浜
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
も
、
行
政
が
取
り
組
む
べ
き
業
務
と
し
て
、

「
福
祉
」
（
五
四
・
九
％
）
に
次
い
で
「
環
境
」
（
四

二
・
六
％
）
に
対
す
る
要
望
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
環
境
」
（
公
園
や
広
場
、
緑
、
水
辺
、

大
気
）
の
中
で
も
、
「
水
辺
環
境
」
に
対
す
る
市
民

の
不
満
は
最
も
強
く
、
唯
一
、
六
割
を
超
え
て
お
り
、

川
に
対
す
る
不
満
の
声
と
し
て
は
、
「
中
に
入
れ
な

い
」
（
六
十
九
・
三
％
）
「
水
が
汚
い
」
（
五
十
二
・

三
％
）
「
魚
や
虫
が
少
な
い
」
（
三
十
六
・
六
％
）

「
水
量
が
少
な
い
」
（
三
十
・
四
％
）
が
、
高
く
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
ど
ん
な
水
辺
を
望
ん
で
い
る
か
と
い
う
問

い
に
対
し
て
は
、
「
生
物
の
生
息
環
境
に
配
慮
し
た

水
辺
」
や
「
遊
べ
る
水
辺
」
へ
の
要
望
が
高
く
な
っ

て
お
り
、
「
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
豊
か
で
潤
い
の

あ
る
水
環
境
の
実
現
に
努
力
し
て
欲
し
い
。
」
と
い

う
声
が
七
割
近
く
あ
っ
た
。

一
　
特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
④
成
熟
社
会
に
お
け
る
総
合
的
な
地
域
開
発
の
視
点
－
横
浜
市
の
課
題
か
ら
Ｉ

図－1　河川水質環境基準達成率の変化
は
じ
め
に
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３
－
水
環
境
の
現
状

　
こ
の
よ
う
な
質
的
に
変
化
し
て
き
た
市
民
ニ
ー
ズ

に
照
ら
し
併
せ
て
、
本
市
の
水
環
境
を
「
水
質
」
、

「
水
量
」
、
「
水
辺
環
境
」
の
側
面
か
ら
検
討
す
る
と

以
下
の
特
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

①
－
水
質

　
下
水
道
の
普
及
促
進
に
伴
い
、
従
前
と
比
較
し
て

大
幅
に
水
質
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
水

質
環
境
基
準
の
平
成
八
年
度
の
達
成
率
は
、
河
川
で

約
六
〇
％
、
海
域
で
約
七
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
海
域
で
は
窒
素
、
リ
ン
な
ど
が
原
因
で
生
じ
る

富
栄
養
化
現
象
に
よ
り
、
赤
潮
が
毎
年
発
生
し
て
い

る
な
ど
、
整
備
当
初
に
期
待
し
た
ほ
ど
の
水
質
レ
ベ

ル
は
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
（
図
－
１
）

②
－
水
量

　
人
口
の
急
増
と
宅
地
開
発
に
伴
い
、
雨
水
時
の
遊

水
地
的
機
能
を
持
っ
て
い
た
樹
林
地
や
農
地
が
減
少

し
、
近
年
で
は
市
域
面
積
の
約
二
割
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
雨
水
の
浸
透
し
な
い
区
域
が
増
加
し
、
市
域

面
積
の
約
六
割
と
な
っ
て
い
る
。
（
図
－
２
、
図
ｌ

３
）
雨
水
浸
透
区
域
の
減
少
は
、
湧
水
の
枯
渇
化
を

も
た
ら
し
、
河
川
の
水
量
は
、
降
雨
時
に
は
急
速
に

増
加
し
て
流
れ
る
反
面
、
晴
天
時
に
は
水
量
が
減
少

し
て
い
る
。

③
－
水
辺
環
境

　
ア
開
発
に
よ
る
谷
戸
の
減
少
、
水
路
の
暗
渠
化

（
下
水
道
整
備
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
よ
る
歩
道
と
し
て

整
備
）
な
ど
に
よ
り
、
以
前
は
横
浜
市
内
に
数
多
く

あ
っ
た
水
路
が
失
わ
れ
、
身
近
な
水
辺
が
減
少
し
て

い
る
。
（
図
－
４
）

イ
治
水
を
重
視
し
た
整
備
を
進
め
た
結
果
、
水
辺
生

物
が
減
少
し
、
市
民
が
親
し
み
に
く
い
水
路
や
河
川

が
増
加
し
た
。

４
－
施
策
の
実
行
に
向
け
た
課
題

　
横
浜
市
に
お
け
る
水
環
境
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
て
、
従
来
か
ら
下
水
道
局
で
は
、
市
民
の
声
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
他
都
市
に
先
駆
け
た
多
自
然
型
川

づ
く
り
等
の
様
々
な
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

い
た
ち
川
、
和
泉
川
、
阿
久
和
川
等
に
お
け
る
、
十

五
個
所
の
親
水
拠
点
の
整
備
や
、
小
川
ア
メ
ニ
テ
ィ

等
の
親
水
水
路
の
整
備
（
平
成
九
年
度
末
ま
で
に
、

約
三
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
・
河
川
の
環
境
整

備
を
実
施
し
て
い
る
）
も
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
し
か
し
「
水
環
境
の
保
全
・
創
造
」
に
向
け
た
取

り
組
み
を
全
市
に
お
い
て
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、

以
下
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
水
域
の
水
質
改
善
や
、
水
量
の
回
復
を
図
る
た
め

に
は
、
源
流
か
ら
河
口
ま
で
、
流
域
全
体
で
の
水
循

環
の
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

・
水
辺
の
形
態
・
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
に
よ
り
、

水
辺
環
境
の
目
標
像
は
、
同
一
の
水
系
に
お
い
て
も
、

大
き
く
異
な
る
た
め
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
目
標

像
を
具
体
的
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
水
辺
環
境
を
市
民
生
活
に
融
和
し
た
も
の
と
し
て

い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
視
点
を
取
り
込
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
市
民
、
事
業
者
、
行
政
等
が
連

携
し
た
水
辺
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
「
横
浜
市
環
境
管
理

計
画
」
で
は
、
流
域
ご
と
に
市
民
の
視
点
を
十
分
踏

ま
え
つ
つ
、
水
質
の
向
上
、
水
量
の
確
保
、
さ
ら
に

は
生
物
の
生
息
環
境
に
配
慮
し
た
具
体
的
な
水
辺
の

整
備
方
針
を
定
め
た
「
水
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
水
環
境
の
保
全
と
創
造
に
つ
い
て
、
目
標
を
明

示
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
施
策
を
体
系
化
し
、
そ
の

効
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
市
民
と
行
政
、

さ
ら
に
は
自
治
体
間
の
連
携
方
法
を
提
案
し
、
流
域

ご
と
に
進
め
る
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
組
み
立

て
る
こ
と
な
ど
に
主
眼
を
お
い
て
策
定
す
る
予
定
で

あ
る
。

５

水
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
水
辺
環
境

懇
話
会

　
快
適
な
水
環
境
は
日
々
の
市
民
生
活
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
。
水
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る

に
際
し
て
も
、
市
民
の
視
点
に
立
ち
、
様
々
な
方
法

で
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
市
民
参
加
の

第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
平
成
九
年
度
に
「
市
民
に

身
近
で
潤
い
の
あ
る
水
辺
環
境
づ
く
り
に
関
す
る
懇

話
会
」
を
設
置
し
た
。
委
員
は
学
識
経
験
者
と
と
も

に
、
市
民
活
動
な
ど
多
様
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
市
民
で
構
成
さ
れ
、
平
成
九
年
八
月
か
ら
五
回
に

わ
た
っ
て
会
合
が
持
た
れ
た
。
懇
話
会
で
は
、
教
育

や
福
祉
な
ど
の
観
点
か
ら
も
含
め
て
、
様
々
な
立
場

か
ら
「
水
辺
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の
検
討
結
果
は
、
平
成
十
年
六

月
に
提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
提
言
書

で
は
、
「
き
れ
い
で
豊
か
な
水
の
流
れ
を
回
復
す
る
」
、

「
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
水
辺
を
つ
く
る
」
、
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
水
辺
づ
く
り
を
進
め
る
」
の

図―２　人口及び樹林地・農地面積の推移図―３　浸透・不浸透面積の割合
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？
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
水
辺
づ
く
り
を
進
め
る

観
点
か
ら
、
五
十
の
提
言
を
記
載
し
て
い
る
。
以
下

が
そ
の
要
旨
で
あ
る
。

①
－
き
れ
い
で
豊
か
な
水
の
流
れ
を
回
復
す
る

　
日
常
生
活
の
中
に
身
近
な
水
辺
を
再
生
さ
せ
る
に

は
、
水
質
改
善
や
水
量
の
確
保
を
総
合
的
に
進
め
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
流
域
全
体
を
対

象
に
、
自
然
系
の
水
と
人
工
系
の
水
の
健
全
な
水
循

環
を
確
保
す
る
。

△
主
な
提
言
▽

・
人
や
生
物
が
水
辺
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
、
子
ど

も
の
水
遊
び
な
ど
、
水
辺
の
利
用
形
態
に
応
じ
た

水
質
を
確
保
す
る
。

・
河
川
水
量
の
回
復
に
は
、
雨
水
を
速
や
か
に
排

除
す
る
の
で
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
流
す
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
雨
水
の
流
出
を
抑
制
す
る
街
づ
く
り

や
雨
水
対
策
を
総
合
的
に
進
め
る
。

・
高
度
処
理
し
た
下
水
処
理
水
や
雨
水
等
の
活
用

に
よ
り
、
水
路
や
河
川
の
水
質
改
善
と
水
量
の
回

復
を
図
り
、
市
内
の
水
循
環
の
回
復
を
目
指
す
。

②
－
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
水
辺
を
つ
く
る

　
水
辺
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
と
深
い
か
か
わ

り
の
あ
る
歴
史
か
ら
つ
く
ら
れ
て
き
た
空
間
で
あ
り
、

日
常
的
に
利
用
で
き
、
周
辺
環
境
に
適
合
し
た
、
川

が
街
の
顔
と
な
る
よ
う
な
水
辺
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。

特
に
、
子
ど
も
達
が
気
軽
に
身
近
な
水
辺
の
楽
し
さ

を
体
験
で
き
る
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
市
民
が
憩
い

③
－
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
水
辺
づ
く
り
を
進

　
　
め
る

　
市
民
生
活
に
根
ざ
し
た
身
近
な
水
辺
づ
く
り
に
向

け
て
、
そ
れ
を
日
常
的
に
利
用
す
る
市
民
の
参
加
が

不
可
欠
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
価

値
観
が
多
様
化
し
て
お
り
、
市
民
と
行
政
の
連
携
し

た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
市
民
と
共
通
の
目

標
を
持
っ
て
計
画
か
ら
管
理
、
運
営
ま
で
の
水
辺
づ

く
り
に
つ
い
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
水

辺
の
利
用
の
多
様
化
、
市
民
（
団
体
）
活
動
の
台
頭

な
ど
、
市
民
と
水
辺
と
の
関
わ
り
が
複
雑
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
水
辺

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
と
の
合
意

形
成
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
自
発
的
な
活
動
を
促
進

す
る
た
め
の
流
域
住
民
へ
の
啓
発
、
人
材
の
育
成
、

組
織
づ
く
り
な
ど
の
行
政
の
支
援
も
必
要
で
あ
る
。

△
主
な
提
言
∇

・
地
域
の
水
辺
に
つ
い
て
の
将
来
像
を
市
民
と
共

有
し
、
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

水
辺
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

・
水
辺
を
守
り
育
て
る
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
活
動
の
中
心
と
な
る
組
織
を
育
成
す
る
こ
と

や
行
政
の
様
々
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

６
－
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
水
環
境
の
保
全
・

創
造
に
向
け
た
取
組
み
は
、
多
自
然
型
の
川
づ
く
り

や
、
さ
ら
な
る
水
質
改
善
に
向
け
た
高
度
処
理
の
導

入
等
、
現
在
で
も
様
々
な
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
域
に
お
い
て
、
総
合
的
に

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
街
づ
く
り
に
関
連
す
る
す

べ
て
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
密
接
に
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
多
く
労
力
と
時
間
が
必

要
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
、
「
水
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策

定
展
開
を
一
つ
の
柱
に
し
な
が
ら
、
懇
話
会
の
提
言

や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

関
係
局
区
と
連
携
し
っ
つ
、
二
十
一
世
紀
の
快
適
な

水
環
境
の
保
全
・
創
造
の
実
現
に
向
け
て
、
今
後
も

息
の
長
い
取
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
下
水
道
局
経
営
企
画
課
▽

一
　
特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方
④
成
熟
社
会
に
お
け
る
総
合
的
な
地
域
開
発
の
視
点
－
横
浜
市
の
課
題
か
ら
Ｉ

水路の減少状況図－４
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△
主
な
提
言
▽

・
高
齢
者
や
子
ど
も
達
な
ど
、
す
べ
て
の
市
民
が

憩
い
と
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
福
祉
活
動

と
連
携
し
た
水
辺
づ
く
り
や
、
身
近
に
遊
べ
る
水

辺
づ
く
り
な
ど
に
努
め
る
。

・
街
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
視
点
か
ら
、

河
川
・
水
辺
の
周
辺
空
間
に
治
水
、
環
境
等
に
配

慮
し
た
多
機
能
的
な
「
街
づ
く
り
ス
ペ
ー
ス
」
を

工
夫
す
る
な
ど
、
流
域
に
広
が
る
水
辺
づ
く
り
を

考
え
る
。
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